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第
八
十
四
号

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
猛

威
を
ふ
る
っ
て
い
て
、
日
本
で
も
三
月
中

の
行
事
が
こ
と
ご
と
く
中
止
あ
る
い
は
縮

小
、
延
期
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
い
に
、
今

年
の
夏
に
開
催
予
定
で
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
も
一
年

程
度
の
延
期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
確
実
に
季
節
は
移
り
、
東
京
で
は
、

三
月
十
四
日
雪
の
舞
い
散
る
中
、
観
測
史

上
一
番
早
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
宣
言

が
あ
り
、
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。
桜
は
満

開
な
の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
お
花
見
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

四
月
か
ら
の
入
学
式
な
ど
は
、
参
加
者

を
絞
り
、
時
間
を
短
く
し
て
、
間
隔
を
空

け
る
、
消
毒
液
を
用
意
す
る
な
ど
万
全
な

対
策
を
講
じ
て
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
中
心
に
観
光
に
力

を
入
れ
て
き
た
墨
田
区
の
企
業
も
大
き
な

打
撃
を
受
け
、
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
も

あ
り
、
経
済
の
冷
え
込
み
は
相
当
な
も
の

で
あ
り
、
政
府
・
自
治
体
は
金
融
機
関
を

通
じ
て
区
内
の
企
業
の
経
済
支
援
に
乗
り

込
み
、
加
え
て
、
各
家
庭
へ
の
直
接
的
な

支
援
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
入
る
と
、
四
月
六
日
か
ら

十
五
日
ま
で
恒
例
の
「
春
の
交
通
安
全
運

動
」、
四
月
十
五
日
の
ぼ
ん
で
ん
祭
と
行
事

が
続
き
ま
す
。
ぼ
ん
で
ん
祭
は
、
神
社
職

員
だ
け
で
祭
典
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

多
賀
康
之

多賀会長題字

篠
田 

美
咲
子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
色
々

な
催
し
物
が
、
中
止
あ
る
い
は
延
期
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
五
月
二
十
二
日
に
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
お
よ
び
東
武
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
タ
ウ
ン
ソ
ラ
マ
チ
は
開
業
八
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
寂
し
い
催
し
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

隅
田
川
花
火
大
会
は
、
七
月
十
一
日
に

開
催
予
定
で
し
た
が
、
四
月
十
日
に
中
止

が
決
定
し
ま
し
た
。
隅
田
川
花
火
は
、
昭

和
五
十
三
年
に
復
活
し
ま
し
た
が
、
中
断

前
は
「
両
国
の
川
開
き
」
と
い
う
名
称
で

開
催
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
江
戸
時
代

の
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の
大
飢
餓

で
多
く
の
餓
死
者
が
出
て
、
更
に
疫
病
が

流
行
し
国
勢
に
多
大
な
被
害
と
影
響
を
与

え
、
翌
十
八
年
に
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
の

慰
霊
と
悪
病
退
散
を
祈
り
、
隅
田
川
で
水

神
祭
を
行
い
、
こ
の
時
に
花
火
を
上
げ
た

こ
と
が
「
両
国
の
川
開
き
」
の
由
来
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
い
う
疫
病
が
蔓
延
し
、
花
火
に
よ

り
吹
き
飛
ば
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
で
す

が
、
人
手
を
考
え
る
と
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

飛
木
稲
荷
神
社
の
「
例
大
祭
」
は
、
九

月
十
一
日
（
金
）
〜
九
月
十
三
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
、「
町
会
神
輿
町
内
渡
御
」
等

の
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
際
に
は
、
皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
武
鉄
道
の
高
架
化
工
事
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は
関
係
な
く
進

み
、
三
月
中
旬
に
新
装
な
っ
た
隅
田
公
園

に
続
き
、
東
武
線
高
架
下
に
で
き
る
「
東

京
ミ
ズ
マ
チ
」、
浅
草
ま
で
歩
い
て
行
け
る

【

子

供

会

】

【

総

務

部

長

】

大
橋
　
祥
子
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春
の
風
が
快
い
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
昨
年

末
か
ら｢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス｣

で

全
世
界
が
大
変
な
事
態
に
な
っ
て
お
り
、

未
だ
に
衰
え
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
日  

不
安
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す

が
、
な
ん
と
か
早
く
終
息
す
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。
手
洗
い
、
う
が
い
、

マ
ス
ク
の
使
用
等
充
分
に
注
意
を
し
て

生
活
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中 

二
月
二
十
三
日
（
日
）
墨

田
中
学
校
地
区
防
災
活
動
拠
点
会
議
が
あ

り  

拠
点
会
議
に
多
賀
会
長
、
小
林
総
務

副
部
長
、と
三
名
で
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　

全
六
町
会
が
集
合
し
、
避
難
所
の
準

備
計
画･
資
器
材･

備
蓄
等  

確
認
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

｢

新
コ
ロ
ナ｣
も
恐
ろ
し
い
で
す
が
、

地
震  

災
害
時
に
命
を
守
る
事
、
避
難
生

活
が
安
心
し
て
居
ら
れ
る
為
の
準
備
も

大
事
で
す
。
い
つ
災
害
が
起
き
て
も
パ

ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
な
心
構
え
で

い
た
い
も
の
で
す
。

　

四
月
か
ら
新
年
度
に
な
り
ま
す
が
、

本
年
度
地
区
部
長
の
皆
様
に
は
、
大
変

お
世
話
に
な
り
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

次
年
度
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

連
絡
歩
道
橋
「
す
み
だ
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」

な
ど
町
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
下
町

人
情
の
助
け
合
い
の
心
は
失
わ
ず
に
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
負
け

な
い
よ
う
に
今
が
頑
張
り
時
、
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
、
今
は
不
要
不
急
の
外

出
を
控
え
、
五
月
・
六
月
に
は
明
る
い
生

活
を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
三
月
二
日
か
ら
突
然
学
校

が
休
校
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
終
わ
っ

て
い
な
い
教
材
は
ど
う
な
る
の
？

　

休
校
の
間
は
ど
こ
で
過
ご
せ
ば
い
い

の
？
と
い
う
子
供
た
ち
の
質
問
に
答
え

ら
れ
ず
私
た
ち
も
大
変
困
惑
し
ま
し
た
。

　

休
校
の
間
、
子
供
た
ち
は
家
や
学
童

で
そ
れ
ぞ
れ
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
出
た
宿
題
に
も
取
り
組
み
、

友
達
と
外
で
走
り
回
れ
る
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
押
仲
し
ら
と
り
子
供
会
か
ら
の

卒
業
生
は
お
り
ま
せ
ん
が
三
月
二
十
四

日
に
通
常
よ
り
時
間
を
短
縮
し
て
卒
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
二
十
五
日
に
は
修
了
式
の
た
め
一

時
間
半
と
短
い
時
間
で
し
た
が
一
年
生

〜
五
年
生
ま
で
三
週
間
ぶ
り
に
登
校
し

ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
マ
ス
ク
に
教
室
の
窓
も
開

け
た
ま
ま
の
授
業
と
、
い
つ
も
と
違
う
雰

囲
気
の
学
校
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
久
々

の
お
友
達
と
の
再
会
に
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
春
休
み
明
け
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
先
も
学
校

が
い
つ
再
開
す
る
か
分
か
ら
な
い
状
況

で
す
。

　

町
内
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

今
後
も
引
き
続
き
子
供
た
ち
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

子供会の子供達

山
本
　
容
子

【

婦

人

会

】

　

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て

い
ま
す
が
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ

う
か
。

　

年
度
初
め
に
当
た
り
、
婦
人
会
の
活
動
内

容
を
書
い
て
み
ま
す
。
例
年
の
年
間
行
事
で

す
。

四
月　

役
員
会

五
月
〜
六
月　

親
睦
を
兼
ね
た
食
事
会

七
月
〜
八
月　

祭
礼
打
ち
合
わ
せ

九
月　

祭
礼
の
お
手
伝
い

　
　
　

模
擬
店
・
演
芸
・
総
務　

等

九
月
下
旬　

模
擬
店
反
省
会

十
一
月
〜
十
二
月　

新
年
会
計
画

翌
年
一
月　

新
年
会

こ
れ
ら
に
加
え
、
毎
月
、
廃
品
回
収
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
、
第
二
金
曜
日
、
廃
品
回
収
当

日
の
朝
、
婦
人
会
員
の
O
さ
ん
が
出
勤

前
の
慌
た
だ
し
い
中
、
町
会
会
館
一
階

に
あ
る
マ
イ
ク
に
向
か
い
、

「
本
日
は
廃
品
回
収
で
す
」
と
放
送
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

・
荒
井
硝
子
店
向
か
い
の
角

 

※
当
日
朝
、
コ
ン
テ
ナ
を
出
し
ま
す
。

・
広
畑
様
宅
前

・
シ
ャ
ル
マ
ン
コ
ー
ポ
押
上
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【

編

集

後

記

 

】

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横
井
　
正
男

二
二
、
水
戸
街
道
（
二
）

　

東
武
伊
勢
崎
線
の
踏
切
に
よ
る
渋
滞
が
解

決
す
る
と
、
次
に
道
路
中
央
を
走
る
都
電
が

自
動
車
運
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
し
た
。
水
戸

街
道
の
三
〇
番
向
島
線
は
遂
に
昭
和
四
四

（
一
九
六
九
）
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
様
な
経
緯
が
あ
っ
て
現
在
の
水
戸
街
道
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
前
号
で
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
、

国
道
六
号
（
現
水
戸
街
道
）
に
都
電
が
秋

葉
神
社
（
向
島
四
丁
目
）
裏
の
「
向
島
須

崎
町
」
停
留
所
ま
で
延
長
開
通
し
た
と
こ

ろ
ま
で
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

図
３
は
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
が
昭

和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
に
発
行
し
た
地

図
か
ら
本
所
区
北
部
及
び
向
島
区
南
西
部

を
抜
粋
し
ま
し
た
。
こ
の
地
図
で
関
東
大

震
災
復
興
事
業
の
進
捗
状
況
が
判
り
ま
す
。

　

国
道
六
号
が
鐘
ヶ
淵
通
り
ま
で
延
長
し

ま
し
た
。
ま
た
、
桜
橋
通
り
・
明
治
通
り

が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
て
お
り
国
道
六
号
と

交
差
し
て
い
ま
す
。
完
成
し
た
言
問
橋
、

言
問
通
り
か
ら
桜
橋
通
り
間
の
向
島
一
〜

三
丁
目
以
南
の
区
画
整
理
が
進
ん
で
い
る

様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
狭
い
曳
舟
川

土
手
道
に
変
わ
る
道
幅
が
広
い
小
梅
通
り

（
当
時
は
改
正
道
路
）も
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寒
さ
の
刺
激
が
開
花
に
影
響
す
る
の
で
、
今

年
は
な
ん
と
な
く
迷
っ
た
よ
う
な
咲
き
方
で
、

枝
を
覆
い
尽
く
す
見
事
な
咲
き
方
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
京
成
橋
や
押
上
駅
前
の
バ
ス
停

な
ど
近
所
で
桜
を
眺
め
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
、

春
ら
し
さ
を
感
じ
る
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
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昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
に
は
新
四

ツ
木
橋
の
架
橋
工
事
が
着
工
し
ま
し
た
が
、

昭
和
一
六
年
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た

た
め
、
昭
和
一
八
年
に
工
事
は
中
断
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
の
東
京
大

俳
句
（
寄
稿
）

『
俳
句
』
を
四
句
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
　
将ま

さ
か
ど門
や
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
春
一
番

 

大
手
町
の
近
く
に
あ
る
将
門
の
首
塚
。
現
在
で
は
出
世
の 

 

ご
利
益
が
あ
る
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
参
拝
が
多
い
。

二
　
片
栗
や
瞳
静
か
な
カ
メ
ラ
マ
ン

 

腰
を
曲
ま
げ
じ
っ
と
み
つ
め
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
目
。

三
　
絹
糸
の
雨
に
色
増
す
蕗ふ
き

の
薹と
う

 

か
す
か
に
濡
れ
た
蕗
の
薹
が
美
し
い
。

四
　
暮
れ
泥な
ず

む
花
壇
の
隅
の
翁
お
き
な
ぐ
さ草

 

向
島
百
花
園
の
片
す
み
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
ま
す
。

図３

　

※
居
住
者
の
皆
様
か
ら
提
供
さ
れ
た
物
を

管
理
人
さ
ん
が
ま
と
め
て
下
さ
い
ま
す
。

　

回
収
拠
点
は
こ
の
三
ケ
所
で
す
。
余
程
の

事
が
な
け
れ
ば
、
雨
天
決
行
で
す
。
回
収
拠

点
ま
で
運
ぶ
の
が
難
し
い
方
の
為
、
当
番
の

会
員
が
台
車
で
回
収
し
ま
す
。
姿
を
見
か
け

た
ら
、
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
目
前
の
計
画
の
役
員
会
と
食
事
会

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、「
三
密
」

と
か
「
不
要
不
急
」
の
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
り

ま
す
。
役
員
の
皆
様
と
も
相
談
し
つ
つ
、
も

う
一
年
間
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
葛
飾
橋
ま
で
」
の
間
を
「
水
戸
街
道
」
と

命
名
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
日
本
経
済
進
展
と
共
に
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
車
社
会
化
）
が
進
む
と
、

幹
線
道
路
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
水
戸
街
道

は
瞬
く
間
に
車
の
渋
滞
が
始
ま
り
ま
し
た
。

特
に
寺
島
広
小
路
交
差
点
と
東
武
伊
勢
崎
線

の
踏
切
が
近
か
っ
た
た
め
に
交
差
す
る
明
治

通
り
と
共
に
大
渋
滞
が
慢
性
化
し
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
、
東
武
伊
勢

崎
線
の
高
架
工
事
が
完
成
し
こ
の
課
題
が
解

消
し
ま
し
た
。
写
真
３
は
東
武
伊
勢
崎
線
の

ガ
ー
ド
が
完
成
し
た
直
後
の
水
戸
街
道
で

す
。
東
向
島
広
小
路
交
差
点
付
近
か
ら
四
ツ

木
橋
方
面
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
右
が
曳
舟

駅
方
向
、
左
が
玉
ノ
井
駅
（
現
東
向
島
駅
）

で
す
。

空
襲
を
は
じ
め
何
度
も
の
空
襲
に
よ
り
墨

東
地
区
は
焦
土
と
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

終
戦
後
の
復
興
に
伴
い
中
断
し
て
い
た
新

四
ツ
木
橋
の
架
橋
工
事
は
再
開
し
、
昭
和

二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

国
道
六
号
は
よ
う
や
く
葛
飾
区
ま
で
貫
通

し
ま
し
た
。
着
工
後
、
凡
そ
四
半
世
紀
が
経

過
し
て
い
ま
し
た
。

　

復
興
と
共
に
人
口
が
増
大
、都
電
も
通
勤
・

通
学
の
利
用
者
が
増
え
ま
し
た
。
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
に
「
向
島
須
崎
町
」
か
ら

「
寺
島
広
小
路
」（
現
東
向
島
広
小
路
）
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
通
勤
時
間
帯
に
は
都
電

の
ド
ア
が
閉
ま
ら
な
い
程
の
満
員
状
態
で

運
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
写
真
２
は
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）

年
に
向
島
消
防
署
（
現
東
向
島
五
丁
目
）
の

望
楼
か
ら
水
戸
街
道
の
四
ツ
木
橋
方
向
を

撮
影
し
た
写
真
で
す
。
真
直
ぐ
に
伸
び
る
国

道
六
号
を
中
心
に
区
内
北
部
の
復
興
途
上

の
様
子
が
判
り
ま
す
。
焦
土
と
化
し
て
い
た

地
に
人
々
は
戻
り
、
中
小
の
工
場
の
数
は
戦

前
を
凌
ぐ
ほ
ど
に
増
え
ま
し
た
。
ま
だ
高
い

建
物
は
無
く
ど
こ
ま
で
も
遠
方
を
見
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

写真３

　

写
真
４
は
現
在
の
水
戸
街
道
を
撮
影
し
ま

し
た
。
小
梅
小
学
校
（
向
島
二
丁
目
）
近
く
の

水
戸
街
道
に
設
け
ら
れ
て
い
る
歩
道
橋
（
向
島

二
・
三
丁
目
、
三
囲
神
社
へ
の
入
口
）
の
上
か

ら
四
ツ
木
橋
方
向
を
撮
影
し
ま
し
た
。
電
線
が

地
中
化
さ
れ
電
柱
が
無
く
な
り
ま
し
た
。
高
層

階
の
ビ
ル
建
設
は
現
在
も
旺
盛
に
進
展
し
、
水

戸
街
道
の
風
景
は
す
っ
か
り
変
貌
を
遂
げ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
、
東
京
都

は
通
称
道
路
名
検
討
委
員
会
に
お
い
て
国

道
六
号
の
う
ち
「
言
問
橋
東
交
差
点
か
ら

写真４
50年前まで、道路中央に都電が走行していた。
令和元（2019）年 10月撮影

写真手前の撮影位置が東向島広小路交差点。昭和 45（1970）年頃
の撮影　昭和 30・40年代の墨田区より

写真２

写真アルバム「墨田区の昭和」より

【

防

火

防

災

部

長

】

小
杉
　
誠
一

　

三
月
は
消
防
団
の
第
八
分
団
も
い
ろ
い

ろ
行
事
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

三
月
一
日
か
ら
一
週
間
春
の
火
災
予
防

週
間
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
分
団
本
部
が
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
駅
の
真
下
に
出
来
ま
し
た
。
四

月
か
ら
は
分
団
長
も
代
わ
り
、
こ
れ
ら
の

式
典
を
執
り
行
な
う
予
定
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
も
ご
承
知
の
通
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
為
全
て
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
五
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
消
防
操
法

審
査
会
も
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
消
防
団
の
活
動
に
も
影
響
が
出

て
く
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
町
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ど
う
か
ご
自
身

の
健
康
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

分団本部


